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1_會津八―《秋州堂》
2_喜多武四郎《會津八―肖像》
3_坪内逍逢画・含津八―書《柿の木・楽焼窯図、落葉かきて》
4_會津八一《むかしびと》
5_料治熊太画・會津八―書《仏陀カピラ王城帰還図、短歌三首》
6_會津八―《喫茶去》
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な
ど
で
活
躍
し
た
含
津
人

一

（１
８
８
１
～
１
９
５
６
）
は
、
孤
高
の

文
人
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
様
々
な
文

化
人
と
の
交
流
を
示
す
作
品
資
料
を
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

八

一
は
生
涯
に
何
度
か
転
居
を
し
て

い
ま
す
が
、
自
宅
を
秋
卿
堂
と
名
付
け

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
多
く
の
文
化

人
が
来
訪
し
、
歓
談
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
八

一
は
彼
ら
の
た
め
に
書
を

揮
豪
し
、
合
作
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

古
美
術
研
究
家
で
文
筆
家
の
料
治
熊

太
や
歌
人

・
吉
野
秀
雄
は
、
秋
卿
堂
に

通
い
、
人

一
に
影
響
を
受
け
た
と
随
筆

な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
吉
野
は
、

み

）ぁ
べ

ｔ

こ
ろ
句
も

〔
』
力
ど
ソ
ぃ

た

八

一
が
談
笑
す
る
姿
を

「火
箸
も
て

耳
ほ
り
な
が
ら
　
ゆ
ゆ
し
く
も
　
述
べ

て
倦
む
な
し
　
秋
卿
道
人
」
と
短
歌
で

彼
の
能
弁
さ
を
讃
え
て
い
ま
す
。

八

一
と
彼
を
取
り
ま
く
文
化
人
と
の

交
流
は
、
秋
卿
堂
内
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
筆
ま
め
だ

っ
た
人

一
は

手
紙
で
の
や
り
取
り
も
多
く
、
時
に
は

相
手
の
家
に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
恩
師

・
坪
内
逍
邊
の
熱
海
の
別

邸
を
た
び
た
び
訪
れ
て
、
薫
陶
を
受
け

て
い
ま
す
。

本
展
で
は
人

一
と
秋
卿
堂
に
集

っ
た

文
化
人
に
関
す
る
様
々
な
作
品
資
料
か

ら
、
豊
か
な
交
流
の

一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

‘レ
かヽ
―
、
ヽ
ヽ

ホ
も

わ

毎

∫

セ

′
ヽ
ヽ
ス
ヽ
″ｈ

け
ｉ
ｂ

か

´

ヽ
■
呟
「

イ
、

EVENT INFORMATION関 連 イ ベ ン ト

講師1村尾誠一氏

(東京外国語大学名誉教授)

日時12024年 5月 18日 (土 )

14:00～ 15:30

会場1日報ホール

(新潟日報メディアシップ2階 )

聴講料1500円   定員1120名

書の体験講座輌 日因D
「絵手紙」

野中吟雪

館長による

解説会

日時12024年 5月 26日 (日 )

14:00～ 約50分

会場1当館展示室

(申込不要/要当日観覧券)

学芸員による

作品解説会

日時1会期中の第2・ 4日 曜日

4月 14日、28日

5月 12日、26日

6月 9日 、23日

11:00～ 約50分

会場1当館展示室

(申込不要/要当日観覧券)

蝙 蝙 蝙 蝙文芸講演会園 田因D
「東京の會津八一

― 落合秋夕1堂を中心に一」

※イベント1、 2の聴講、参加をご希望される方は、専用申込フォームか往復はがきのいずれかでお申し込みくだ

さい。往復はがきの場合、参加を希望するイベント名と、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、含津八一記念館ま

でお送りください(た だし1通につき1イ ベント、1名様でのご応募といたします)。 定員に達し次第締め切ります。

口:i::|::::::!|:::::1回

口|::|:::II:|::i:iifi

専用申込
フォームは

∠三望菫

期間中、本展覧会名を2人の書家による揮星で展示室前に掲示しています。
● 4月 2日 ～5月 12日 :小川貴史先生 (新潟県書道協会理事)

● 5月 14日～6月 23日 :富所白象先生 (新潟県書道協会理事)

ら

'宝「

〒950‐ 0088新潟市中央区万代3-1-1新 潟日報メディアンツプ 5F
TEL 025-282-7612/FAX 025‐ 282-7614

当館へはメディアシップのエレベーターをご利用ください。(階段はございません)

◎ 交 通 の ご 案 内 新潟駅からバス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分、新潟空港からタクシー約15分

◎ 駐 車 場 のご案 内 メディアシップ駐車場 (24時間営業)第 1駐車場は220円 、

第2駐車場は200円 (第 1、 第2共に30分 税込 )

※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐車場などもございます。
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※はじめての方も参加できます。身近なものを描きます。

講師1高 山久美子氏

(日本絵手紙協会公認講師)

日時12024年 6月 6日 (木 )

14:00～ 16:00(予定)

会場|ナレッジルーム

(新潟日報メディアシップ6階 )

参加料11,500円   定員130名

響


